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市長定例会見

2026年7月9日
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１. クマ被害防止に向けたさらなる取り組み

２. 学生が保育を体験“ボラっとほいく”

～ 未来の保育の担い手を育む ～

今日お伝えしたいこと
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クマ被害防止に向けたさらなる取り組み
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北区道場町で確認されたクマへの対応

撮影日時 | 2026年6月11日 17時頃

出没場所 |北区道場町の山林

捕獲檻の設置 | 6月13日～

周辺駅などで注意喚起ポスターを掲示
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約250台センサーカメラ約200台増設

出典：国土地理院ウェブサイト

合計約500台の山間部設置は自治体トップレベルの予防監視体制

| 監視用カメラ(AIシステム) (約250台)
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三田･宝塚近接地区 (90台 130台)

三木･三田近接地区 (10台)

| 監視用カメラ(AIシステム)増設 (約100台)

| 有害鳥獣捕獲用カメラ設置 (約50台)
+増設 (約100台)

増 設

有馬地区 (0台 60台)

増 設

| 2024年度クマが映像で確認された場所

| 今回クマが映像で確認された場所
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目撃情報の詳細、クマの動向

住宅街の防犯カメラをクマ対応にも活用

設置場所

確認方法

活用用途

山間部だけでなく神戸市全域でクマの監視体制を整備

出典：国土地理院ウェブサイト捕獲や住民の避難誘導など

5,500台 | 通学路や駅周辺、住宅地に設置
(2026年度末予定)



7

約250台道場町周辺の防犯カメラ設置状況

生野高原 (２台)

神鉄道場駅・道場南駅 (40台)

神鉄二郎駅・田尾寺駅 (52台)

JR道場駅 (６台)

クマが確認された場所

出典：国土地理院ウェブサイト
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市民とともにくらしを守る

フォーラム ｢神戸にツキノワグマが現れる日｣ | 2024年

[オープンミーティング] [クラウドファンディング]

・2026年７月22日 (水) 18:00～アンカー神戸にて開催

・神戸市のクマ対策やクマの生態等について、

市職員によるパネルディスカッションを実施

・2026年６月30日 (火) ～９月27日 (日) の90日間、

・センサーカメラ増設費用の一部に充当

ふるさと納税による寄付募集 (返礼品無し)

民間の掲載サイトより申し込み
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KOBEアライグマバスターズ

５名以上の市民団体

・箱わなやセンサーカメラの設置

・適切な見回り、エサ交換 等

募集団体

2026年５月28日～7月1日

20団体 153名 がバスターズに登録へ

活動内容

募集期間
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アライグマの生態についての解説 設置場所でのアドバイス

講習会の様子
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学生が保育を体験“ボラっとほいく”

～ 未来の保育の担い手を育む ～
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① ７年間で最大160万円の一時金

② 月額10万円までの家賃補助

③ 奨学金返還を月5,000円補助

④ 子どもの保育料を1年間半額補助

⑤ パート復帰に10万円を支給

⑥ 保育士資格の勉強費用を半額補助

神戸市保育士・保育所支援センター

従来から全国トップ水準の支援を実施

処遇改善

就職支援

求人情報の提供・求職者からの相談・オンライン説明会・研修

保育人材の確保・定着に向けた取り組み (2017年～)
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保育人材確保の現状
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減少する保育の担い手

〇 市内保育士養成校入学者数 1,055人 (2020年) 738人 (2025年)

〇 市内保育士養成校数 11校 (2020年) 9校 (2026年)※学生募集を停止している機関を除く

〇 教育・保育施設以外への就職 約３割 (2024年度卒業者)

神戸市保育人材確保協議会を設立 (2025年8月)

[ 神戸市/市内保育士養成校/私立保育園連盟/私立幼稚園連盟 ]

課 題

➡ 次代の保育人材の確保に向けた取り組みが必要
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神戸市保育人材確保協議会の活動

魅力発信の取り組み 会議で出た意見

合同就職相談会の開催

高校生向け冊子の作成 HPでの情報発信

〇空いている時間に希望する園で

持ち続けてもらう取り組みが必要

〇こどもの頃の保育士への憧れを

〇保育の楽しさや園の雰囲気を

気軽に体験してほしい

学生への体験機会の提供

実際に現場で感じてほしい
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ボラっとほいく (学生のための有償ボランティア事業)

保育士のやりがいや魅力に直接触れることで進学・就職につなげる

登録 登録

保育士・保育所支援センター

実費弁償 (3,000円/回)

マッチング
高校生・現役学生保育園・幼稚園

(希望施設)(活動内容・条件)

室内遊び・散歩・給食・お昼寝のサポートなどの体験
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申し込みは「ボラっとほいく」のホームページから ➡

参加学生を募集します (7月14日～8月21日)

高校生、専門学校生、大学生

2026年9月15日 (火) ～ 2027年3月31日 (水)

対象学生

活動期間

活動場所

市内認定こども園、保育園、幼稚園等

市内 約100か所
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学生に保育の魅力を伝え、未来の保育人材の確保と

子育てしやすいまちづくりにつなげます


